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Notes on Japanese species of the genus Psammoecus Latreille (Coleoptera, Silvanidae)

Takahiro Yoshida and Toshiya Hirowatari

はじめに
本概説は，おもに日本産ホソヒラタムシ科

Silvanidaeセマルヒラタムシ属 Psammoecusの分
類学的再検討を行った Yoshida & Hirowatari (2014)
と，日本産本属の幼生期形態を解明した Yoshida & 
Hirowatari (2015)の知見に基づき，本属 10種を概
説する．詳細は上記の論文を参照していただきた
い．なお，Yoshida & Hirowatari (2014)は，国内に
おける現行の分類に，いくつかの誤同定があるこ
とを確認しており，各種解説で説明を施している．

ホソヒラタムシ科およびセマルヒラタムシ属について
ホソヒラタムシ科は，世界で 2亜科 2族 60属
約 500種が記載されており（Thomas & Leschen, 
2010；Thomas, 2011；Karner et al., 2015），ヒラタ
ムシ科と姉妹群であると考えられている（McElrath 
et al., 2015）．本科の種の大顎の基部には陥没があ
り，菌嚢であると考えられている（Thomas, 2002）．
本科の分類体系は，Thomas (1984)の提唱した 2亜
科 2族に分ける分類体系が広く受け入れられてお
り，本概説もそれに従っているが，Pal et al. (1984)
の提唱した 4亜科に分ける分類体系も一部では受
け入れられている（たとえば，Klausnitzer (2001)
や Pal & Baraik (2012)など )．
セマルヒラタムシ属は，Telephanini族に属する

分類群で，現在までに世界から 87種が既知種とし
て知られており，ホソヒラタムシ科の中で 2番目
に大きな属となる．本属の分布は旧世界にのみ知
られていたが，最近になって，ブラジルからミツ
モンセマルヒラタムシ P. trimaculatusが記録された
（Thomas & Yamamoto, 2007）．現在までに，インド
産種（Pal, 1985），アフリカ産種（Karner, 2012），
日本産種（Yoshida & Hirowatari, 2014）の分類学的
再検討の論文が出版されており，アフリカ産種に
ついては，分類学的再検討の後に，3新種と各種
の新分布情報が Karner (2014)によって追加されて
いる．

本属の生態
本科は基本的に菌食性であると考えられてお

り（Thomas, 2002），著者らは本属の種が菌を摂食
している行動を観察しているため，本属も菌食性
であると考えられる．本属は草本類の枯葉や枯葉
のついた落ち枝からビーティングによって採集で
き，灯火にも誘引されることが知られる（Karner, 
2012）．また，すべての発達段階を枯葉上で生活
していると推察されている（Yoshida & Hirowatari, 
2015）．一年を通して，成虫と幼虫が野外から得ら
れるが，幼虫は冬季に得られにくい印象があり，
冬季の繁殖活動はあまり行っていない可能性が考
えられる．Lu & Han (2006)はニセミツモンセマル
ヒラタムシ P. triguttatusが革製品に紛れて長距離を
移動した記録を報告しており，本属の種は，物流
に紛れて輸送されている可能性が高い．

日本産各種解説
日本産種については，Reitter (1874)が Lewisに

よって採集された日本産標本を基に，3種（ニセ
ミツモンセマルヒラタムシ P. triguttatus，クロオビ
セマルヒラタムシ P. fasciatus，および現時点での
不明種 P. quadrimaculatus＝種の解説参照）を記載
しており，これが日本産本属の初めての発見とな
る．続けて，Grouvelle (1906)は，日本からミツモ
ンセマルヒラタムシ P. trimaculatusを記録した．そ
れから長らく，日本産本属に関する新しい知見は
もたらされなかったが，平野（2009，2010）によっ
て，フタモンセマルヒラタムシ P. bipunctatusとハ
バビロセマルヒラタムシ P. simoniが日本から初め
て記録され，併せて 4種の同定保留種が紹介された．
なお，平野（2009，2010）では，同定保留種を含
むすべての種で和名の提唱が行われている．
なお，Yoshida & Hirowatari (2014)はタイプ標本
の調査を行った結果，平野（2009，2010）には，
いくつかの誤同定があることを確認した．しかし
ながら，平野（2009，2010）は非常によくまとまっ
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ており，筆者らも含め，利用されている読者も当
然多かろうと考えられる．以上のことを鑑みて，
Yoshida & Hirowatari (2014)および本概説では，平
野（2009，2010）で紹介されている種に用いられ
た和名を踏襲し，和名に対応する学名が変更され
た種に※を付した．

ヨツモンセマルヒラタムシPsammoecus  sc i tus 
Yoshida & Hirowatari, 2014※

【形態】体長 2.65–3.26 mm (n = 48)．色彩パター
ンがヘリモンセマルヒラタムシやクロオビセマル
ヒラタムシと類似する個体も存在する．しかしな
がら，前胸背板側部の突起の出現パターンが特殊
なため，日本産同属他種と簡単に区別することが

図1．日本産セマルヒラタムシ属10種の背面図．A, ヨツモンセマルヒラタムシ；B, フタモンセマルヒラタムシ；C, ミツモン
セマルヒラタムシ；D, ニセミツモンセマルヒラタムシ；E, ハチジョウミツモンセマルヒラタムシ；F, アラメセマルヒ
ラタムシ；G, ヒゲナガセマルヒラタムシ；H, ハバビロセマルヒラタムシ；I, クロオビセマルヒラタムシ；J, ヘリモン
セマルヒラタムシ．
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できる． 
【幼生期形態】Yoshida & Hirowatari (2015)によっ
て終齢幼虫形態と蛹形態が記載された．
【分布】奄美大島，沖縄島，宮古島，石垣島，西表島，
与那国島．
【 備 考 】 平 野（2009，2010） で は，P. quadri-

maculatusと同定されていたが，これとは別の未記
載種であることが判明した．この P. quadrimaculatus
は，Reitter (1874)によって，Lewisの採集個体を
基に，日本から記載された種であり（記載文には
Japoniaとしか書かれていない），長らく正体不明の
種となっていた．そこで，タイプ標本を検視したと
ころ，日本産本属には見られない種であることが判
明した（図 2）．また，ラベルには「Nagasaki | 1869 
| ? imported in Rice -」（ | は改行を意味する）とクエ
スチョンマーク入りで記述されている上，記述内容
から察するに，日本の分布は疑わしい．おそらく東
南アジアに分布する種であると考えられる．

フタモンセマルヒラタムシPsammoecus bipunctatus 
(Fabricius, 1792)

【形態】体長 2.25–2.83 mm (n = 9)．色彩パターン
がミツモンセマルヒラタムシやアラメセマルヒラ
タムシと類似する．前者は前胸背板側部の突起が
短いこと，後者は体長が小さく，触角も短いこと
で区別できる． 
【分布】北海道；アフリカ，ヨーロッパ，ロシア，

トルキスタン．
【備考】同属他種と同様に，色彩変異があり，過
去には 4変性種と 2変種が記載されている（Lucas, 
1843，Gerhardt, 1912など）．

 
ミツモンセマルヒラタムシPsammoecus trimaculatus 

Motschulsky, 1858※
【形態】体長 2.32–2.96 mm (n = 38)．ニセミツモ
ンセマルヒラタムシやハチジョウミツモンセマル
ヒラタムシと酷似しており，正確な同定は雄交尾
器形態に頼らざるを得ない．雄交尾器の側片基部
が広くなることで，上記 2種と区別することがで
きる．また，上翅の点刻列が 2種と比較して狭く
なる傾向があるが，個体変異があるため，決定的
な同定形質にはならない．前胸背板側部の突起に
も個体変異があるが，後半で大きくなるパターン
は安定して見られる． 
【幼生期形態】 本種の幼虫形態は，Pal (1985)に
よって，口器形態も含めて記載が行われた． 
【分布】北海道，本州，四国，九州，奄美大島，
沖縄島，西表島；マダガスカル（Karner, 2012）；
モーリシャス共和国，南アフリカ共和国，タンザ
ニア，ウガンダ，フランス（レユニオン島）（Karner, 
2012）；ネパール，インド，ブータン（Pal, 1985）．
【備考】平野（2009，2010）では，P. trimaculatus
は分布疑問種であったが，P. triguttatusとして紹介
されていた種が本種にあたることが判明した．し
かしながら，上述のように，点刻列の大きさでは
正確な同定は難しい．よって，いままでの分布記
録は見直しの必要があると考えられる．なお，こ
こに挙げた分布地は，筆者らが実際に検視した標
本と，雄交尾器形態を検討した論文（Karner, 2012，
2014; Pal, 1985）で調査された標本のラベルデータ
からのみ抽出している．

ニセミツモンセマルヒラタムシP s a m m o e c u s 
triguttatus Reitter, 1874※

【形態】体長 2.32–2.93 mm (n = 23)．前種と同様，
前種やハチジョウミツモンセマルヒラタムシと酷
似しており，正確な同定は雄交尾器形態に頼らざ
るを得ない．雄交尾器の側片基部が狭く，四角形
になることで，他の近似 2種と区別することがで
きる．また，前種と同様に，上翅の点刻列は決定
的な同定形質にはならないが，前種と比較して，
広くなる傾向がある．前胸背板側部の突起が後半
で大きくなるパターンは安定している． 
【幼生期形態】本種の幼虫形態は，林（1992）によっ
て，口器形態も含め，記載されているが，外見で

図2．Psammoecus quadrimaculatusのタイプ標本の背面図．
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は同定ができない近縁種の存在から考えて，他種
の可能性もあり得る．
【分布】本州，九州，トカラ列島（中之島），沖縄島，
石垣島，西表島． 
【備考】平野氏が同定保留種 Psammoecus sp. 4（平
野 , 2009，2010）として同定した標本を借用し，検
視したところ，本種であったため，本種をニセミ
ツモンセマルヒラタムシとした．また，前種同様，
点刻列の大きさでは正確な同定は難しく，いまま
での分布記録は見直しの必要があると考えられる．
ここに挙げた分布地は，筆者らが実際に検視した
標本のラベルデータからのみ抽出している．
前種と同所的に得られることもあるため，同定
には注意が必要である． 

ハチジョウミツモンセマルヒラタムシPsammoecus 
labyrinthicus Yoshida & Hirowatari, 2014

【形態】体長 2.66–3.38 mm (n = 25)．前種と同様，
正確な同定は雄交尾器形態に頼らざるを得ない．
雄交尾器の側片は太短く，基部が三角形になるこ
とで，ニセミツモンセマルヒラタムシやミツモン
セマルヒラタムシと区別することができる．本種
も，前胸背板側部の突起の後半で大きくなるパター
ンは安定している．また，本種は近似 2種と比べて，
前胸背板の点刻は比較的密であるが，決定的な同
定形質とはならない． 
【分布】本州（三重県），対馬，伊豆諸島（八丈島），
トカラ列島（宝島）． 
【備考】八丈島の個体が，初めて本種を認識した

きっかけとなったため，和名に島の名前を冠した．

アラメセマルヒラタムシPsammoecus boreas Yoshida 
& Hirowatari, 2014※

【形態】体長 2.74–3.27 mm (n=19)．本種は，ミツ
モンセマルヒラタムシと酷似した他の 2種の色彩
パターンとよく似ている．しかしながら，前胸背
板側部の突起が明らかに短いことで簡単に区別す
ることができる．また，インドとネパールに分布
する P. harmandiとは，雄交尾器形態含め，類似し
ているが，触角が細長いことで区別できる． 
【分布】北海道，本州，九州． 
【 備 考 】 平 野（2009，2010） の 同 定 保 留 種

Psammoecus sp. 3がこれにあたる．また，原色日本
昆虫大図鑑第 2巻（中根 , 1963）で図示されたミツ
モンセマルヒラタムシも，本種にあたる．本種は，
本州と九州では，高標高の地域から得られており，
冷涼な環境に適応した種であると考えられる． 

ヒゲナガセマルヒラタムシPsammoecus omotoensis 
Yoshida & Hirowatari, 2014

【形態】体長 2.71–2.77 mm (n = 2)．本種は，前種
と同様に，ミツモンセマルヒラタムシの色彩パター
ンとよく似ている．また，前胸背板側部の突起の
パターンも類似している．しかし，ミツモンセマ
ルヒラタムシと比べて，触角が比較的長く，特に
第 1節が細長い傾向があり，複眼が小さい傾向が
あることから，外見で区別することは可能である．
また，雄交尾器形態はまったく異なり，本種では，

図3．ヨツモンセマルヒラタムシの終齢幼虫（A）と蛹の背面図（B）と腹面図（C）．スケー
ル：1.0 mm． 
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日本産本属で唯一，基片と側片が融合している． 
【分布】石垣島． 
【備考】現在のところ，オモト岳の雄 2個体が知
られているのみである．本種はミツモンセマルヒ
ラタムシとその近縁種にたいへん類似しているが，
雄交尾器形態の特異性から，近縁種ではないと考
えられる． 

ハバビロセマルヒラタムシPsammoecus  simoni 
Grouvelle, 1892

【形態】体長 2.24–2.56 mm (n = 8)．丸みを帯び
た体型をしており，上翅は暗褐色で，黄褐色の紋
を持つ．前胸背板側部の突起は後半で大きくなる．
外見で簡単に日本産同属他種と区別することがで
きる． 
【幼生期形態】Yoshida & Hirowatari (2015)によっ
て全齢期の幼虫形態が記載された．齢間の形態的
差異は軽微ではあるが，齢が重なるにつれて，腹
節側部の針毛の相対的な長さが短くなり，触角も
全体的に細長くなる．
【分布】沖縄島，波照間島，石垣島；マダガスカ
ル；セーシェル共和国；仏領レユニオン島；イン
ド；スリランカ；マレーシア；インドネシア；フィ
リピン． 
【備考】広域分布種であるが，日本では得難い種
である． 

クロオビセマルヒラタムシPsammoecus fasciatus 
Reitter, 1874

【形態】体長 2.75–3.50 mm (n = 49)．上翅の中央
部に黒い帯状の紋をもつが，個体によって，帯の
幅に変異がある．前胸背板側部の突起は短いが，
次種よりは長い．ヘリモンセマルヒラタムシと類
似しているが，前胸背板側部の突起の違いのほか，
雄交尾器の側片が長くなり，基片基部の切れ込み
も緩やかであることから区別できる． 
【分布】北海道，本州，四国，九州，伊豆諸島（御
蔵島），淡路島，対馬，屋久島，種子島；ミャンマー；
韓国；ロシア． 
【備考】次種と類似しており，外見による同定に
迷う個体もいるが，雄交尾器形態を比較すれば，
確実に同定することができる．また，現在のところ，
日本国内では，両種は異所的に分布しており，本
種は種子島以北，次種はトカラ列島（中之島）以
南に分布している． 

ヘリモンセマルヒラタムシPsammoecus  hiranoi 
Yoshida & Hirowatari 2013※

【形態】体長 2.54–3.17 mm (n = 34)．前種と類似
しているが，前胸背板側部の突起がより短いこと
で区別できる．また，前種と比べて，雄交尾器形
態の側片が短く，基片基部の切れ込みが鋭くなる．
【幼生期形態】Yoshida & Hirowatari (2015)によっ
て，終齢幼虫形態が記載された．
【分布】トカラ列島（中之島），奄美大島，徳之島，
沖縄島，石垣島，西表島． 
【 備 考 】 平 野（2009，2010） の 同 定 保 留 種

Psammoecus sp. 2がこの種にあたる．また，平野
（2009，2010）は，沖縄島から得られた 1個体を基に，
同定保留種 Psammoecus sp. 1（ヒメセマルヒラタム
シ）を認めている．しかし，Yoshida & Hirowatari 
(2014)は，本種の沖縄島産個体（雄交尾器形態確
認済み）の中に，この同定保留種と特徴が合致し
た個体を複数確認したことから，この同定保留種
は本種の個体変異の範疇であると結論付けた． 

幼生期
Pal (1985)によって，ミツモンセマルヒラタムシP. 

trimaculatusの幼虫形態が記載され，これが本属の
初めての幼虫形態記載である．続いて，林（1992）は，
ニセミツモンセマルヒラタムシ P. triguttatus（論文
中で，和名はミツモンセマルヒラタムシとなって
いる．）の幼虫形態を記載し，Yoshida & Hirowatari 
(2015)は，3種（ヨツモンセマルヒラタムシ P. 
scitus，ハバビロセマルヒラタムシ P. simoni，ヘ
リモンセマルヒラタムシ P. hiranoi）の幼虫形態
記載と齢数の推定，ヨツモンセマルヒラタムシ P. 
scitusの蛹形態記載を行った（図 3）．幼虫の齢数
は，頭幅サイズの計測値の比較により，5齢であ
ると推定された（Yoshida & Hirowatari, 2015）．ま
た，先行研究でも，ホソヒラタムシ科の幼虫は 5
齢（Crowson & Ellis (1969)によるキタヒゲナガヒ
ラタムシ Dendrophagus crenatusの幼虫，および，
Allotey & Morris (1993)によるタバコホソヒラタム
シ Cathartus quadricollisの幼虫）または 4齢か 5齢
（David et al. (1974)によるカドコブホソヒラタムシ
Ahasverus advenaの幼虫）であると報告されている．
以上のことから，ホソヒラタムシ科の齢数は，多
くの種において，4齢か 5齢であると推察される．
本属の幼虫形態は，第 9腹節の尾突起の欠如，

明瞭な触角第 3節の存在によって，他の日本産ホ
ソヒラタムシ科と簡単に区別することができる．
同属種間や齢間における形態的差異は非常に軽微
であるため，区別が難しいが，触角などの暗化し
ている部位や触角節および小腮肢節の長さの比に
差異が現れる（Yoshida & Hirowatari, 2015）．また，
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蛹形態では，前胸側部と第 2から第 7腹節側部の
突起が本属の共有派生形質である可能性が示され
ている（Yoshida & Hirowatari, 2015）.

おわりに
Karner (2014)は本属がいくつかの種群に分けら
れる可能性を示唆している．今後の研究により，
本属はいくつかの亜属が設けられることや，いく
つかの属に細分化されることがあるかも知れない．
外見のみによるミツモンセマルヒラタムシとの
区別が難しい種として，日本ではニセミツモン
セマルヒラタムシとハチジョウミツモンセマル
ヒラタムシが挙げられるが，海外産本属にも，P. 
personatusやいくつかの種は本種との外見上での区
別が難しい．筆者らは，多くの個体の雄交尾器形
態を観察してきたが，日本からは，上述の種以外に，
そのような種は発見できなかった．しかしながら，
今後の研究によって，このようなミツモンセマル
ヒラタムシと外見上区別のつかない新しい種が日
本から発見される可能性はあると思われる．
最後に，日本産本属の種への絵解き検索（図 4，5）
を付した．
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図4．日本産セマルヒラタムシ属の種までの絵解き検索表．（Yoshida & Hirowatari, 2015より改変）
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図5．日本産セマルヒラタムシ属の種までの絵解き検索表（続き）．（Yoshida & Hirowatari, 2015より改変）


